
【学生の感想】

✏新専門医制度の問題もあるが、何よりも自分が

どんな医師になりたいか、それを制度にあてはめる

ことが重要だと思った。

✏専門分野にこだわらず、ニーズに応えることができる

医師になりたいと思った。自分の将来の医師象と共感できる

部分が多く面白かった。
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11月奨学生会議は「どう、向き合えばいいの？新専門医制
度」というテーマで松江生協病院の眞木先生に講師をして
いただき、島大3年生2名が参加しました。新制度の概要や
問題点とされている部分をスライドで説明され、合間では
こまめに学生の質問にも答えていただき、学生も理解を深
めることができました。

2017 年度開始予定の新専門医制度では基幹施設要件の変
更等があり、大規模な大学病院等でなければ研修ができな
くなる可能性が出てきました。これにより医師・研修医が
都市部の大規模な急性期医療機関に集中し、地域偏在が更
に拡大することが懸念されています。しかし、日本の病院
の8割が200 床未満の中小病院であり、そこであらゆる疾
病の初期対応ができる医師が求められているのが現状です。
また、初期研修2年の後に専門領域を選択し専門医取得が
義務付けられることは、医師を目指す学生の選択肢を狭め
る恐れもあります。今後、どのように制度が見直されてい
くか動向に注目していく必要があります。

眞木先生の「専門医だからという理由で目の前の患者を断
ることだけはしないで」という言葉は学生の印象に強く
残ったのではないでしょうか。学生のなりたい医師像に近
づけるよう、民医連としても研修体制等のサポートをして
いきたいと思います。


